
 

「北麓ファイターズ」、高校生ボランティアグループ「ジュビア」、

「富士の里環境ネットワークふじよしだ」をはじめ 79 人の皆さ

ん、また、荒天で実施できなかった７月 19 日～21 日に参加を予

定していた「富士北稜高校」「大石小学校」はじめ 54 人の皆さん、

ご協力どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

８月 1 日には、静岡県と合

同で山頂キャンペーンを行い

ました。また、大都市の観光・

物産展会場でも、キャンペー

ングッズの配布やＰＲ活動が

行われます。
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未来に引き継ごう富士山の恵み～富士山憲章五合目重点キャンペーン～  
 富士山ボランティアセンターでは、夏山シーズン中の富士山五合目で、公募した

ボランティアの皆さんと共に、登山者や観光客に、富士山憲章をプリントした日本

手ぬぐいや絆創膏などを手渡し、富士山の環境保全への協力や、美しい富士山を未

来に引き継ぐための具体的なマナーを呼びかける｢富士山憲章キャンペーン｣を行い

ました。（７月 27・29・30・31 日） 
 梅雨の長雨の中、久々に顔を出した太陽を味方に、参加者は元気に熱心にキャン

ペーンを展開しました。ときおり、登山客や観光客から「がんばってください」「あ

りがとう」などと、声をかけられたり、下山してきた人たちに「おつかれさま」「お

かえりなさい」と声をかけたりと、とても温かなキャンペーンになりました。この

富士山憲章五合目重点キャンペーンの成果は、富士山を訪れた人たちに、富士山の

環境保全を呼びかけたことはもちろん、ボランティアでがんばってくれた人たちの

心の中に「富士山への愛着」が生まれたことではないでしょうか。富士山ボランテ

ィアセンターは、このキャンペーンが、富士山憲章の１つ「富士山の環境保全のた

めに、一人ひとりが積極的に行動しよう。」の第１歩になればと願います。 

○富士山憲章推進会議開催 

○富士山エコトレッキング

（精進口登山道） 

五合目重点キャンペーン 

自然公園法 

（樹海、明滅）

○まごころこもった 

富士山環境保全への寄付 



 


